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面積　53. 25へい
人口密度　11, 710人/
?

読
書
の
秋
で
す

あ
な
た
も
一
冊
の
本
を

テ
レ
ビ
の
普
及
な
ど
で
、
多
a
の
情
報
か
次
か
ら
次

へ
と
伝
え
ら
れ
る
社
会
、
い
わ
ゆ
る
情
報
化
社
会
に
お

い
て
、
私
た
ち
は
、
と
も
す
る
と
情
報
の
氾
ら
ん
に
押

し
流
さ
れ
、
自
分
で
考
え
る
余
裕
・づ
失
い
が
ち
で
す
。

こ
ん
な
時
代
に
こ
そ
読
書
は
、
恵
義
あ
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
I
つ
か
。
読
書
の
秋
に
。
よ
り
よ
い
一
冊
を
あ

な
た
も
手
に
取
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

読
書
の
習
慣
を

本
を
涜
む
と
い
う
こ
と
は
、
忍
耐

を
必
要
と
し
ま
す
。
簡
単
に
相
手
か

ら
与
え
ら
れ
る
受
身
の
こ
と
で
は
な

く
、
自
分
の
怠
志
で
行
な
う
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
畏
編
大
作
を
読

破
し
た
と
き
は
、
大
き
な
喜
ひ
と
充

足
感
を
も
て
る
の
で
し
・
*
>
p°

最
初
は
艇
理
を
せ
ず
、
自
分
の
趣

味
や
程
度
に
あ
っ
た
本
か
ら
読
み
は

じ
め
る
の
が
よ
い
で
し
I

つ
。
毎
日

短
時
間
で
も
必
ず
本
を
開
い
て
。
読

ひ
こ
と
を
心
が
け
ま
し
さ
つ
。
一
か

月
も
続
け
る
と
習
倶
に
な
り
。
読
ま

な
い
と
落
着
か
な
く

な
る

も
の
で

す
。

「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」の
た
と
え
の

と
お
り
、
あ
な
た
も
読
番
の
秋
に
さ

っ
そ
く
は
じ
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

良
い
本
を

選
ぶ
に
は

読
書
の
習
恒
か
つ
い
た
ら
。
こ
ん

ど
は
で
き
る
だ
け
良
い
乖
を
選
ぶ
こ

と
か
大
切
で
す
。

出
版
物
も
多
種
多
様
の
も
の
か
あ

り
、
書
店
の
棚
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、

ま
さ
に
情
報
氾
ら
ん
の
時
代
と
い
え

ま
す
。
図
書
の
目
録
や
新
聞
の
書
評

な
ど
を
参
考
に
、
読
み
た
い
と
思
っ

た
本
か
ら
手
に
取
っ
て
み
た
ら
い
か

が
で
し
I
つ
か
。

学
生
の
方
で
し
た
ら
、
先
生
に
相

談
し
た
り
、
友
達
と
話
し
合
っ
て
み

る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

夕
食
後
家
族
全
員
で
本
を
話
胆
に

話
し
合
う
こ
と
も
楽
し
い
も
の
で
し

ょ
う
。

良
い
本
か
ら
、
豊
か
な
教
養
を
身

に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

読
書
は区立

図
書
館
で

諸
物
価
高
騰
で
本
の
値
段
も
ア
'

プ
し
、
な
か
な
か
買
い
づ
ら
く
な
り

ま
し
た
。
仕
事
の
た
め
の
専
門
書
。

趣
味
を
深
め
る
た
め
の
参
考
番
な
ど

を
一
読
し
た
い
場
合
に
は
、
図
書
館

の
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

図
書
館
は
図
書
・
記
録
・
賢
料
等

を
収
集
・
整
理
・
保
存
し
、
区
民
の

皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
教

昊
の
向
上
・
調
査
研
究
等
に
役
立
て

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設

で
す
。
現
在
の
図
誉
館
は
、
明
る
い

雰
囲
気
で
ゆ
っ
た
り
と
し
、
皆
さ
ん

の
希
望
す
る
本
が
ほ
と
ん
ど
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。

区
内
に
は
、
中
央
図
I
館
を
は
じ

め
、
各
地
域
に
千
庄
・
宮
妓
・
新
田
・

常
東
・
中
川
・
花
畑
の
七
か
所
の
図
書

館
が
あ
り
、
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
や

児
童
館
に
も
図
書
室
か
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
移
動
図
書
館
「
き
ば
う
号
」

に
よ
る
巡
回
貸
出
し
も
行
な
っ
て
い

ま
す

。
本
を
借
り
る
に
は

各
図
書
館
と
も
館
外
貸
出
し
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
簡
単
な
手
続
き
で

お
貸
し
し
て
い
ま
す

。
住
所
の
わ
か

る
証
明
番
(
身
分
証
明
書
・
健
康
保

険
証
・
運
転
免
許
証
な
ど
)
を
お
持

ち
に
な
れ
ば
、
区
内
在
住
・
在
動
の

方
は
、
だ
れ
で
も
す
ぐ
に
そ
の
場
で

本
が
借
り
ら
れ
ま
す

。

児
童
の
場
合
は
、
申
込
番
(
・図
書

館
に
あ
り
ま
す
)
に
保
護
者
の
方
か

記
入
す
る
だ
け
で
、
同
じ
よ
う
に
借

り
ら
れ
ま
す

。

な
お
、本
は
一
人
に
つ
き
、一
丁

三

冊
ま
で
借
り
ら
れ
、
貸
出
し
期
間
は

二
週
間
で
す

。

予
約
制
度
と

団
体
貸
出
し
制
度

本
な
ら
何
で
も
あ
る
と
い
っ
て
よ

く

。
文
学
書
は
も
と
よ
り
専
門
書
、

趣
味
の
本
ま
で
あ
り
ま
す
。

も
し
、
皆
さ
ん
の
希
望
す
る
本
が

貰
出
し
中
で
な
か
っ
た
り
、
図
書
館

に
備
え
て
い
な
い
場
合
は
、
利
用
者

が
予
約
注
文
で
き
る
制
度
か
あ
り
ま

す
。

貸
出
し
中
の
も
の
は
、
返
却
さ
れ

た
と
き
に
希
望
す
る
方
の
た
め
に
取

っ
て
お
き
、
図
書
館
に
な
い
も
の
は

他
の
図
寿
館
か
ら
取
り
寄
せ
た
り
、

賈
い
入
れ
て

、
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に

こ
た
え
て
い
く
も
の
で
す
『
、

ま
た
、
中
央
図
書
館
で
は
、
原
則

と
し
て
十
人
以
上
の
団
体
に
は
、
一

度
に
五
十
冊
(
他
の
図
番
館
は
三
十

冊
)
ま
で
一
か
月
間
貸
出
す
団
体
貸

出
し
制
度
も
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
で
学

習
す
る
と
き
な
ど
に
便
利
で
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

フ
ィ
ル
ム
・
レ
コ
ー
ド

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

中
央
図
書
館
に
は
。
視
聴
覚
教
育

の
一
環
と
し
て
、
映
写
機
や
フ
ィ
ル

ム
を
無
料
貰
出
し
す
る
フ
ィ
ル
ム
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
や
好
き
な
音
楽
を
自
由

に
鑑
賞
で
き
る
レ
コ
ー
ド
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
か
あ
り
ま
す
。

フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
は
。

自
然
科
学
や
社
会
科
学
の
ほ
か
ス
ポ

ー
ツ
ーマ
ン
ガ
フ
ィ
ル
ム
ま
で
備

え
、
小
・
中
学
校
を
は
じ
め
、
幼
稚

『
保
育
園
の
教
材
や
青
少
年
団
体
、

民
間
企
業
お
よ
び
官
公
署
な
ど
多
方

面
に
わ
た
り
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
。
中
央
図
書
館
に
は
、
広
く

郷
土
の
資
料
を
提
供
、
展
示
す
る
郷

土
資
料
室
も
あ
り
ま
す
の
で

、
あ
わ

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図
書
館
に
お
い
で
の
際
は
、徒

歩
ま
た
は
自
転
車
で
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

開
館
時
間
と
休
日

各
図
霽
館
と
も
、
月
曜
日
(
第
三

日
曜
日
の
翌
日
は
開
館
)

、
第
三
日

曜
日
、
祝
日
、
図
書
館
整
理
日
(
毎

月
十
四
日
)
を
除
い
て

、
毎
日
午
前

九
時
か
ら
開
館
し
、
閉
館
時
間
は
次

の
と
お
り
で
す
。

中
央
図
書
館
i
高
校
生
以
上
に
限

り
午
後
七
時
三
十
分
(
土
・
日
曜
日

は
午
後
五
時
ま
で

。
児
童
室
は
平
日

も
午
後
五
時
ま
で
)

千
住
図
書
館
-
午
後
五
時
(
高
校

生
以
上
に
限
り
、
木
・
金
昭
日
は
午

後
七
時
三
十
分
ま
で
)

そ
の
他
の
館
-
午
後
五
時
ま
で
、

く
わ
し
く
は
、
各
図
書
館
へ
。

▼
中
央
図
書
館
　
梅
田
七
丁
目
一
三

―
一
　
　
(
四
〇一
四
六
四
六

▼
千
住
図
書
館
　
千
住
龍
田
町
七
1

二

　
(
(
一一
一
九
九
四

▼
宮
城
図
書
館
　
宮
城
一
丁
目
二
七
-
(

　
九
ニ
ニ
ー
O
四
六
〇

▼
新
田
図
書
館
　
新
田
三
丁
目
一
四

-
一
　
　
九
匸
T

一
七
六
七

▼
常
東
図
書
館
　
千
庄
旭
町
九
-
一

六

　
(
八
一
-
(
一・
(
(五

▼
中
川
図
書
館
　
中
川
四
丁
目
四
三

一
四

　
六
〇
六
-
○
匸
一
七

▼
花
畑
図
書
館
　
花
畑
土
地
区
画
整

理
地
内
仮
番
四
七
ブ
ロ
'
ク

(
五
〇一
二
六
一
(

豊 か な 一 冊 は 図 書 館 か ら

第一次補正予算決まる

予算規模は前年より16% 増

総額792億7, 809万円
昭
和
五
十
二
年
度
の
第
一
次
補

正
予
算
は
、
区
議
会
九
月
定
例
会

で
可
決
さ
れ
成
立
し
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
額
は
一
般
会
計
十

四
億
百
七
十
万
九
千
円
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
四
百
六
十
六
万

円
合
計
十
四
億
六
百
三
十
六
万
九

千
円
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
Z
の
予
算
規
嗅
は

一
般
会
計
、特
別
会
計
合
わ
せ
て
、

七
百
九
月
二
億
七
千
(
百
九
万
円

と
な
り
。
前
年
度
よ
り
約
二
(
%

増
と
な
り
ま
す
。

で
は
主
と
し
て
一
般
会
計
の
内

容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
I

つ
。

■
歳
入
予
算

歳
入
の
う
ち
主
な
も
の
は
つ
き

の
と
お
り
で
す
。

▽
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
…
一

四
千
四
百
三
十
万
円

▽
国
庫
支
出
金
…
上
席
三
千
四
百

五
十
万
六
千
円

▽
繰
越
金
…
五
億
四
千
十
(
万
六

千
円

▽
諸
収
入
…
三
億
六
百
六
月
(
万

四
千
円

▽
特
別
区
債
…
二
億
九
千
(
百
四

十
六
万
七
千
円

■
歳
出
予
算

歳
出
予
算
の
う
ち
主
な
費
目
は

土
木
贊
が
六
億
九
千
九
百
四
十
七

万
四
千
円
で

。
補
正
の
約
半
分
を

占
め
、
教
育
費
、
公
債
費
、
民
生

費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
は
つ
き
の
と
お
り
で

す
。

▽
高
額
療
養
賢
金
賢
付
…
一
千
(

百
六
万
七
千
円
(

十
月
実
施
)

▽
ね
た
き
り
老
人
訪
問
看
護
事
業

六
百
二
十
一
万
二
千
円
(
五
十

三
年
一
月
実
施
)

▽
身
体
障
害
者
自
動
車
運
転
免
許

取
得
助
成
・・・
百
十
二
万
二
千
円
(

十
月
実
施
)

▽
応
急
小
口
賢
金
貸
付
…
三
百
四

十
五
万
円

▽
交
通
安
全
施
設
整
伽
・一二

千
五

百
(
十
五
万
五
千
円

▽
区
民
農
園
新
設
:
一
二
百
(
十
(

万
三
千
円

▽
防
災
対
策
二

一
千
二
百
二
十
五

万
(
千
円

▽
道
路
橋
梁
稚
持
修
繕
・・・
七
千
二

百
四
生
二
万
二
千
円

▽
路
面
側
溝
改
良
・
補
修
・・・
七
千

七
百
三
十
一
ご万
三
千
円

▽
公
共
溝
渠
維
持
修
繕
・
改
尽
・・

【
千
五
万
六
千
円

▽
公
共
下
水
逎
整
備
…
二
億
八
千

三
百
七
十

】万
九
千
円

▽
公
園
造
成
・
改
良
:
一
六
千
四
百

六
十
二
万
二
千
円

▽
公
園
・
児
童
遊
園
用
地
購
入
・
=
(

千
四
百
五
十
九
万
四
千
円

▽
校
舎
増
築
・
三

庫
二
千
四
百
七

十
六
万
円

▽
幼
児
家
庭
教
育
学
級
=
・
四
百
三

十
五
万
六
千
円

▽
青
少
年
非
行
化
防
止
運
励
・・・
三

百
十
二
万
(
千
円

▽
特
別
区
債
元
利
償
還
金
二

庫

四
千
六
百
四
十
五
万
二
千
円

すず かけ

先
月
十
日
体

育
の
日
に
は
一

年
ぶ
り
に
[
区

民
大
運
動
会
」

が
開
か
れ
ま
し

气

薄一
り
の

天
候
で
し
た
が

夜
来
の
雨
も
あ
が
り
、
全
員
参
加

の
ラ
ジ
オ
体
操
を
は
じ

め

と
し

て
、
玉
入
れ
競
争
、
綱
引
き
等
家

族
ぐ
る
み
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
こ
と
と
思
い
ま
す

。

特
に
訪
日
中
の
中
岡
武
術
団
の

と
び
入
り
は
錦
上
花
を
添
え
る
も

の
か
あ
り
ま
し
气
午
後
か
ら
は

足
立
体
育
館
の
中
口
武
術
交
歓
会

で
、形
意
拳
、棍
術
、槍
術
な
ど

中
国
古
来
の
武
術
を
披
露
し
て
も

ら
い
ま
し
た
か
、日
本
側
も
剣
道
、

居
合
道
、
な
き
な
た
、
空
手
、
柔

道
を
負
け
ず
に
披
露
し

。
演
技
の

交
換
を
と
お
し
て
両
国
の
友
好
か

深
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
季
節
を
迎
え
、
今

か
一
番
す
ご
し
や
す
い
時
期
で
は

な
い
で
し
チ
つ
か
。

日
ご
ろ
仕
り
や
家
囈
に
追
わ
れ

て
い
る
方
々
も
、
秋
の
夜
長
を
灯

下
に
親
し
み
、
読
書
の
時
悶
を
取

り
戻
し
た
い
も
の
で
す
。

現
在
区
内
に
は
、
七
つ
の
図
書

釦
が
あ
り
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
お

い
で
を
卜
待
し
て
い
ま
す
、

足
立
区
長
　
畏
谷
川
久
勇

毎月20日は

「青少年健全育成 の日」

区
で
は
。
昭
和
五
十
二
年
七
月
か
ら

毎
月
二
十
日
を
「
青
少
年
健
全
育
成
の

日
」
と
定
め
、
青
少
年
非
行
化
防
止
運

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
家
庭
、
地
域
な
ど
、
青
少
年

を
と
り
ま
く
人
び
と
が
、
毎
月

】度
自

ら
の
生
盾
を
ふ
り
か
え
り
。
青
少
年
の

健
全
育
成
に
対
す
る
役
割
を
見
つ
め
、

ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

次
代
を
に
な
う
若
い
芽
、
青
少
年
か

明
る
く
良
い
環
境
の
巾
で
、
す
こ
や
か

に
育
っ
て
い
け
る
よ
う
。
区
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
全
力
を
か
た
む
け
、
健
全

育
成
に
努
力
し
て
い
き
ま
し
I
つ
。

青
少
年
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
。
教
育
委
員
会
青
少
年
係
へ

。

身体に障害のある方へ

普通自動車教習費用の一部を補助

区
で
は
、
身
体
に
障
害
を
持
っ
た
方

か
、
第
一
種
普
通
自
動
車
連
転
免
許
を

取
得
す
る
際
に
、
教
習
費
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

▽
対
象
者
　
①
適
性
試
験
に
合
格
し
、

教
習
所
に
入
所
を
承
認
さ
れ
た
方
　
②

身
体
障
害
者
手
帳
三
級
以
上
、
ま

た
は
内
部
障
害
四
級
以
上
・
下
肢
体

幹
機
能
障
害
五
級
以
上
で
、
か
つ
歩

行
困
難
の
方
　
③
前
年
の
所
得
税
額

四
〇
万
円
以
下
の
方
　
④
三
か
月
以

上
足
立
区
に
お
住
い
の
方
、
以
上
す

べて
の
条
件
に
該
当
す
る
方
で
す
。

▽
補
助
費
　
一
件
に
つ
き
十

】万
円
以

下
申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
援
護

係
へ
。

ご参加ください

読 書 週 間 の 行 事

中
央
図
奮
館
で
は
、
読
書
週
間
の
行

事
と
し
て
、
展
示
会
や
映
画
会
な
ど
を

開
き
ま
す
。ど
う
ぞ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
第
九
回
高
梨
英
夫
日
本
の
塔
写
真
晨

「
五
重
の
塔
」

士

月
十
三
日
(
日
)
ま
で

▽
古
文
書
研
究
会
(
解
読
と
解
説
)

十
一
月
五
日
(
土
)
午
後
二
時

▽
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
(
奮
闘
篇
)
」

十
一
月
六
日
(
日
)
午
後
二
時

▽
講
演
　
[
五
重
の
塔
に
つ
い
て
」

講
師
　
高
梨
英
夫
氏

十
一
月
十
二
日
(
土
)
午
後
二
時

申
込
受
付
は
、
当
日
先
着
順
と
し
ま

す
の
で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま

す

。く
わ
し
く
は
、
中
央
図
書
館
へ
。
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足
立
区
か
ら

交
通

事
故

を
な
く
そ

う

バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
ブ
ー
ム
を
背
最
に

自
転
車
の
利
用
か
急
増
し
て

い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
自
転
車
利
用
者
に

よ
る
事
故
が
急
増
し
、
し
か
も
そ
の

大
都
分
は
。
自
転
車
利
用
者
が
基
本

的
な
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
て
い

な
い
た
め
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
も
法
律
の
う
え
で
は
、
軽

車
両
で
す
か
ら
.
交
通
ル
ー
ル
を
守

つ
て
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
交

通
機
関
の
ひ
と
つ
で

す
。
そ

れ
を

十
分
自
覚
し
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て

事
故
に
注
意
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▼
自
転
車
は
、
歩
道
通
行
可
の
標
識

の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
で
き
る
だ

け
歩
道
を
通
行
す
る
。歩
行
者
の

多
い
楊
合
は
、
自
転
車
か
ら
降
り

て
通
行
す
る

▼
交
差
点
で
は
、
ま
ず
い
っ
た
ん
停

止
を
す
る

▼
大
き
な
交
差
点
で
は
、自
転
車
か

ら
降
り
て
横
断
歩
道
を
渡
る

最
近
、裏
通
り
で
の
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

幹
線
道
路
が
交
通
渋
滞
と
な
り
裏

通
り
を
利
用
す
る
車
が
増
え
て
い
る

こ
と
か
そ
の
原
因
で
す
。ま
さ
か
こ

ん
な
と
こ
ろ
で
と
い
っ
た
安
易
な
気

持
ち
を
捨
て
て
、
十
分
注
意
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

可
愛
い
お
子
さ
ん
を
事
故
か
ら
守

る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
ふ
だ
ん
か

ら
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
も
降
り
て渡

ろ
う
横
断
歩
道

▼
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い

▼
幼
児
や
小
学
校
低
学
年
児
童
は
、

道
路
で
は
自
転
車
に
乗
せ
な
い
よ

う
に
す
る

▼
子
ど
も
を
お
使
い
や
友
達
の
家
に

行
か
せ
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け

歩
い
て
行
か
せ
る
よ
う
に
す
る

罵

先
へ
ざ
っ
ぞ

あ
り
が
と
う
」

の
譲
り
合
い
の
気
持
ち
で
、
み
ん
な

で
悲
惨
な
又
通
事
故
を
防
き
ま
し

。

う

。交
通
安
全
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
区
役
所
交
通
安
全
係
へ

。

公害防止のために

規 制 が強 化 さ れ ま す

悪臭・有害ガス・液体燃料

今
ま
で
悪
臭
の
規
制
基
串
は
、
測

定
の
方
法
お
よ
ぴ
規
制
基
串
化
に
難

点
か
あ
り
遅
れ
て
い
ま
し
た
か
.
昭

和
五
十
二
年
十
月
一
日
よ
り
規
制
基

準
(
表
I
)

か
施
行
さ
れ
ま
し
气
　
(

た
だ
し
、
既
設
に
つ
い
て
は
昭
和

五
十
三
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
)

悪
臭
の
測
定
方
法
は
。
工
場
・
指

定
作
業
場
な
ど
か
ら
採
取
し
た
臭
い

の
あ
る
空
気
を
溽
め
て
ゆ
き
、
奥
わ

な
く
な
っ
た
と
き
の
薄
め
た
倍
敷
を

測
定
す
る
感
応
試
験
コ
ニ
点
比
較
式

臭
袋
法
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
規
制

基
準
値
は
、
賻
め
た
倍
数
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

有
害
ガ
ス
の
窒
素
酸
化
物
の
規
制

基
準
が
二
〇
の
P
P
M
か
ら
匸
一
〇

P
P
M

に
強
化
さ
れ
、
新
た
に
臭
化

メ
チ
ル
の
規
制
基
準
(
五
〇
〇
P
P
M
)

が
設
定
さ
れ
ま
し
た

。こ
れ
は
、

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
対
策
の
一
環
と
し

て
強
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
液
体
燃
料
中
の
硫
黄
分
の

規
制
が
強
化
さ
れ
、
既
設
の
エ
場
、

指
定
作
業
場
に
は
。
今
年
十
二
月
一

日
か
ら
新
燃
料
基
単
(
表
n
)

か
適

用
さ
れ
ま
す
。

(
新
設
は
昨
年
(

月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
ま
す
)

こ
れ
は
、硫
黄
酸
化
物
に
よ
る
汚

染
を
、
環
境
基
串
以
下
に
低
減
し
、

こ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
牙
目
的
と
し

て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

今
後
と
も
悪
臭
の
防
止
、
大
気
汚

染
の
防
止
な
ど
種
々
の
公
害
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
公
害
課

正
し
く
お
使
い
で
す
か

最
近
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
事
故
か
多

発
し
て
い
ま
す

。
ゴ
ム
管
が
ひ
ぴ
副

れ
て
い
た
り
元
栓
を
締
め
忘
れ
て
い

た
り
す
る
と
事
故
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す

。
ガ
ス
の
点
検
は
、
日
頃

か
ら
十
分
に
行
な
い
ま
し
I

つ
。

問
い
合
わ
せ
先
　
都
公
害
局
高
圧
ガ

ス
課

　
ニ
ー四
-
七
四
一
一

三点比較式臭袋法で悪臭規制基準値を定める

表I備
考

棡
洳
欄
度
と
は
。
爽
気
の
あ
る
空
気
を
幗
奥
の
空
気
で
央
気
の
悉
じ
ら
れ
な
く
な
る
ま
で
希
釈
し
た
場
合
の
当
該
希
釈
倍
数
を
い
う
。

表Ⅱ

戸
籍
の
謄
・
抄
本

十
月
一
日
か
ら
、
足
立

区
に
本
籍
の
あ
る
方
な

ら
、
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本

は
、
区
役
所
本
庁
舎
・
第

二
庁
舎
の
ど
ち
ら
で
も
と

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

お

貸

し

し
ま
す

応
急
小
口
資
金

災
害
や
ご
家
族
の
病
気
な
ど
で

日
常
生
活
上
、
急
に
お
金
が
必
要

に
な
り
、
ど
う
し
て
も
工
面
か
つ

か
な
い
場
合
、
区
で
は
無
利
子
で

お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
こ
の
限
度
額
が
七
万

円
で
し
た
が
、
十
月
か
ら
十
万
円

(
特
別
の
場
合
は
十
五
万
円
)
に

引
上
け
ら
れ
ま
し
た
。
ご
希
望
の

方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
用
紙
は
、
区
役
所

お
よ
ぴ
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
民
生
係

住
宅
修
繕
資
金

雨
漏
り
が
す
る
、
壁
が
ぼ
ろ
ぼ

ろ
落
ち
る
な
ど
、
古
く
な
っ
た
住

宅
に
住
ん
で
い
て
修
繕
し
よ
う
と

思
っ
て
い
る
方
で
.

資
金
不
足
で

お
困
り
の
と
き
は
、
住
宅
修
繕
賢

金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

融
資
額
　
二
十
万
円
以
上
(
十
万

円
以
下

融
資
利
率
　
年
九
%
(
三
%
の
利

子
補
給
を
し
ま
す
。
本
人
負
担

六
%
)

償
還
方
法
　
五
年
以
内
(
三
か
月

の
す
え
置
期
間
を
含
む
)
の
元

金
均
等
割
賦
償
還

対
象
　
区
内
に
一
年
以
上
住
ん
で

い
る
二
十
歳
か
旦
(
十
五
歳
ま

で
の
方
で
。
区
民
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
方
(
保
証
人
が
必
要

で
す
)

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
区
民
係

年
末
融
資

区
内
の
中
小
企
業
向
け
融
賢

は
、
申
込
み
か
ら
賢
付
実
行
ま

で
、
約
一
か
月
か
か
り
ま
す
。

年
末
賢
金
の
必
要
な
方
は
、
十

一
月
末
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
商
工
会
議
所
の
推
せ

ん
を
受
け
る
⑥

融
賢
も
同
じ
で

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所

商
工
係

事業主の皆さんヘ

アンケート調査を実施

足立区高齢者事業団

五
十
三
年
四
月
設
立
を
め
さ
す
.

足
立
区
高
齢
者
事
業
団
で
は
、
現
在

区
内
居
住
の
六
十
歳
以
上
の
お
年
寄

を
対
象
に
.
事
業
団
へ
の
参
加
の
有

無
な
ど
に
開
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
準
備
中
で
す
.

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
並
行
し

て
.
区
内
の
各
事
業
主
の
皆
さ
ん
か

ら
、
高
齢
者
で
も
で
き
る
仕
事
や
事

業
団
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の

を
委
託
(
発
注
)
し
て
い
た
だ
け
る

か
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査

(
任
意
抽
出
)
を
十
一
月
中
に
、
実

施
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力

く
だ
さ
い

。
な
お
、
高
齢
者
事
集
団

の
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
高
齢
者
事
業
団
は
。
公
共
的
団
体

で
、
営
利
を
目
的
と
し
ま
せ
ん
。

ま
た
。
高
齢
者
会
員
の
自
主
的
な

相
互
共
助
団
体
で
、
地
域
の
六
十

歳
以
上
の
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
会
貝
に
な
れ
ま
す
。

▼
仕
事
は
事
業
団
か
請
負
い
、
発
注

さ
れ
た
仕
事
に
ふ
さ
わ
し
い
会
員

が
仕
事
を
し
ま
す
。

▼
事
業
団
が
請
負
っ
た
仕
事
は
。
事

業
団
が
責
任
を
も
っ
て
完
遂
さ
せ

ま
す
。

▼
事
業
団
会
員
は
全
員
労
災
保
険
に

加
入
さ
せ
ま
す
。

▼
配
分
金
(
仕
事
の
対
価
)
は
、
事

業
団
か
会
員
に
支
払
い
ま
す
。
発

庄
者
と
会
員
の
闃
に
は
、
雇
用
闢

係
は
あ
り
ま
せ
ん
。
爾
負
代
金
は

一
括
し
て
事
業
団
か
受
け
と
り
、

と
り
き
め
に
従
っ
て
、
働
い
た
会

員
に
配
分
金
を
支
払
い
ま
す
。

事
業
団
の
会
員
は

こ
ん
な
仕
事
を

会
員
は
。
希
望
す
る
職
種
ご
と
に

「
仕
事
の
班
」
を
作
り
、
お
互
い
に

助
け
合
い
な
が
ら
、
各
人
が
希
望
す

る
時
間
、
日
数
に
従
っ
て
仕
事
を
し

ま
す
。
仕
事
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
伝
票
豊
理
・
書
類
の
整
理
な
ど
の

一
般
事
務

▼
大
工
仕
事
や
修
理
・
塗
装
・
衰
具

な
ど

▼
留
守
番
、
子
守
り
、炊
事
、
病
人

の
付
き
そ
い
な
ど

▼
植
木
、
盆
栽
の
手
入
れ
.
庭
の
膺

掃
、芝
の
手
入
れ
な
ど

楢
さ
ん
の
会
社
弗
家
庭
の
呻
で

。

高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
積
極
的
に
事
業
団
に
発

注
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。な

匐
、
「
高
齢
者
事
業
団
の
あ
ら

ま
し
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
、
各
出

張
所
、
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
老
人

館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

区
役
所
援
護
諫
高

齡
者
事
集
団
設
立
担
当

日曜や祝日の急病に

休日診療所のご利用を

区
で
は
、
日
皿
や
祝
日
に
急
病
に
な

っ
た
方
の
た
め
に
、
休
日
診
療
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

内
科
・
小
児
科
の
急
病
の
方
は
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
時
間
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

な
お
、
保
険
証
は
忘
れ
ず
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
ご
利
用
で
き
る
休
日
診
療

所
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
千
住
休
日
診
療
所
…
千
住
仲
町
一
五

(
医
師
会
館
内
)

　
(
七
〇
j
O

四
六
一

◎
綾
瀬
休
日
診
療
所
…
東
綾
瀬
一
丁
目

五
-
一
七
(
東
都
区
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
)

　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

◎
竹
の
塚
休
日
診
療
所…
竹
の
塚
二
丁

目
二
五
-
ニ
ー
(教
育
セ
ン
タ
ー
内
)

　
(
五
〇
-
(
(

〇
一

◎
江
北
休
日
齢
療
所
…
江
北
六
丁
目
一

六
上

〒

一
〇
一
(
江
北
保
健
相
談

所
内
)

　
八
九
六
-
四
〇
〇
四

動物を飼育している方へ

動物の無料健康相談所

勳
物
の
健
康
保
持
の
た
め
、
足
立
区

獣
医
師
会
の
主
催
に
よ
り
、
勳
物
の
無

料
健
康
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

期
日
　
十
一
月
十
九
日
(
土
)

場
所
・
開
設
時
間
　
千
住
保
健
所
・
東

和
保
健
相
岐
所
・
江
北
保
健
相
談
所

…
午
前
十
時
?
正
午
足
立
保
健
所

・
竹
の
塚
保
健
相
談
所
・
東
栗
原
出

張
所
・
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
・
興
野

町
公
民
館
.・・午
後
一
時
!
二時

内
容
　
飼
育
の
仕
方
な
ど
。
ま
た
、
診

療
治
療
を
要
す
る
も
の
に
は
、
無
料

診
料
券
を
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
千
住
保
健
所
(

　
(
(
(

一
四
二
七
七
)
・
足
立
保
健
所
(

　
(
四
〇
-
五
一
四
一
)

※
な
お
。
当
日
会
場
で
は
、
秋
の
定
期

狂
犬
病
予
防
注
射
の
済
ん
で
い
な
い
犬

の
注
射
(
有
料
)
も
併
せ
て
行
な
い
ま

す
。

特別区民税( 第三期分)

もうお済みですか

特
別
区
民
税
(
第
三
期
分
)
の
納
期

限
(
十
月
三
十
一
日
)
は
、
す
で
に
過

ぎ
ま
し
た
が
。十
一
月
中
は
ま
だ
、
銀

行
・
億
用
金
庫
・
偬
用
組
合
・
農
業
協

同
組
合
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。納

税
の
と
き
は
、
納
税
通
知
I
を
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
税
に
関
す
る
相
岐
は
、
区

役
所
一
階
納
税
課
へ
ど
う
ぞ
。



区 の お 知 ら せ第432 号( 3)

文化の日表彰

足
立
区
に
貢
献
し
た
三
三
〇
名
に

去
る
十
一
月

三
日

妥

化
の

日
」
に
昭
和
五
十
二
年
度
足
立
区

表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

足
立
区
の
た
め
に
永
年
尽
力
さ

れ
た
方
や
社
会
福

祉
・
公

衆
衛

生
・
教
育
・
産
業
な
ど
に
功
労
の

あ
っ
た
方
な
ど
、
次
の
三
百
三
十

名
の
方
々

が
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し

た
。
〈
敬
称

略
)〔

自
冶
功

労
〕
　
〈
区

議
会
議
員
永

年
十
年
以

上
〉川
崎
忠

次
郎
　
茂
出
木
市
蔵
　
清
水
大
蔵
　

石
川
留
吉
　
尻
無
湾
治
　
榊
原

茂
　
竹
ノ
下
賢
夫
　
古
性
　
直

鈴
木
　
進
　
近
藤
弥
之
吉
　
八
田

正
和
　
向
後
昭
三
　
中
川
外
行
　
〈

消
防
団
員
永
年
〉
篠
崎
繁
　

市
村
秀
雄
　
宮
田

膺
　
佐
々
木

金
}
郎
　
加
藤
統
之
助
　
賻
葉
昌

之
助
　
江
沢
幸
雄
　
小
沢
代
始
　

小
祠
光
七
　
斎
藤
豊
蔵
　
木
暮
喜

一
郎
　
伊
原
芳
雄
　
岩
崎
正
之
　

新
井
文
祥
　
吉
岡
正
男
　
渡
辺
稲

造
　
杉
山
　
進
　
岡
村
国
男
　
田

中

実
　
馬
場
英
雄
　
大
塚
友
造

梶

。和
一
　
池
田
利
男

〈
町
会

長
永
年
〉
志
村
文
蔵

〈
区
職
員

永
年
三
十
年
以
上
〉
寺
嶋
良
平
　

坂
田
平
(
　
田
那
辺
行
雄
　
篠
崎

修

左
　
拓
司
　
阿
部
定
博
　
板

越

茂
　
市
川
都
司
雄
　
巽

昭

寺
内
敏
夫
　
藤
田
膺
之
　
十
文
字

吉
之
助
　
高
橋
三
郎
　
浦
辺
典
雄

須
賀
償
四
司
　
岡
　
昭
作

竹
内

忠
蔵
　
塚
本
久
代
　
秋
山
正
吾

嶋
田
　
節
　
加
畑
ヒ
デ
　
富
山
富

太
郎
　
岡
本
キ
ヨ
子
　
寺
嶋
亰
太

郎
　
土
岐

豊

〈
区
職
員
永
年

二
十
年
以
上
〉
高
橋
勝
久
　
大
内

浩
　
大
須
賀
貞
雄
　
平
野
要

大

曽
根
三
郎
　
江
川
三
麿
　
小
森
武

男
　
斎
藤

勲
　
青
木
謙
之
　
渡

辺
嘉
幸
　田
中
継
雄
　
赤
上
勇
雄

竹
内
剣
男
　野
々
村
精
市
　
五
十

嵐
信
雄
　
中
邑
忠
弘
　
田
中

募

鳥
崎
成
雄
　
鈴
木

亨
　臼
倉
昭

十
　
鯉
沼
正
弘
　
金
沢
恒
義
　
繁

田
泰
弘
　原
田
和
子
　
高
橋
智
恵

子
　
沖
田
欣
哉
　上
島
京
子
　
高

畑
弘
子
　
永
井
丈
夫
　
鎌
田
平
兵

衛
　
芦
川
銀
冶
　
柴
田
信
久
　
芦

田
全
可
　
小
針
　
漬

蓮
沼
勝
雄

谷
古
宇
光
二
　
古
沢
光
政
　
宇
佐

美
長
蔵
　
渡
辺
武
郎
　田
ヶ
谷
勝

次
　
井
上
雍
次
　
小
川
省
吾
　
老

沼

勇

寺
嶋
仙
太
郎
　
田
畑
嘉

三
　
菊
地

敏
　小
林
清
　
加

藤
正
之
　
兼
本
政
志
　
並
木
已
三

郎
　
鈴
木
敏
雄
　
渡
辺
明
　
鈴

木
喜
代
松
　大
沼
滴
雄
　
板
越
益

蔵

立
花

旦

下
川
澄
秀
　
伊

藤
喜
市
　
新
井
初
太
郎
　
高
橋
孝

男
　
勝
間
亰
七
　
北
田
昭
彦
　
松

田
季
美
子
　
中
川
し
の
江
　
高
橋

千
恵
　
中
立

光
　
森
谷
な
み
子

小
林
(
ナ
子
　
藤
波

腮
　
関
口

萬
吉
　
柳
下
美
津
江
　
杉
本
利
三

郎
　
高
橋
仙
太
郎
　
矢
鳥
喜
(
郎

武
藤
久
次
　羽
住
春
吉
　
大
島
ミ

ヨ
　
渭
水
代
三
　
堤

キ
ミ
　
野

村
米
吉
　
古
藤
イ
シ
　
角
田
末
吉

海
老
沢
経
男
　須
賀
竹
要
　石
井

と
し
　
滑
川
喜
代
野
　
金
久
保
ま

き
　
今
井
ナ
ミ
　
北
沢
藤
江

〔
統
計
功
労
〕

田
中
正
冶

佐
藤
芳
雄

〔
区
立
学
校
教
育
功
労
〕
〈
学

校
保
健
衛
生
〉
飯
塚
由
之
　
矢
追

栄
正
　
飯
島

衛

矢
作
三
千
代

〈教
職
員
永
年
三
十
年
以
上
〉
入

江
淑
郎
　
飯
田
重
借
　
野
口
利
一

山
崎

輝
　
内
海
政
夫
　
野
谷

武
　
武
内

厚
　
榎
本
倉
造

浜

田
正
雄
　
森
本
俊
正
　
島
田

清

恩
田
静
子
　
小
室
和
子
　
植
松
み

つ
る
　
安
田
一
子
　
阿
部
富
久
子

神
田
秀
子
　
瀬
尾
光
昭
　
毘

康

夫
　
関
よ
し
江
　
横
山
睦
子
　
串

田
和
子
　
元
島
(
重
　
田
申
謙
三

田
村
幸
子
　
尾
崎
崗
智
　
宮
沢
す

み
子
　
鈴
木
ミ
ヨ
　
田
鳥
要
三

松
浦
義
春
　
馬
鳩
オ
妙
　
渡
辺
得

康
　
霜
多
　
久

亀
山
百
合
子

〈
教
職
員
永
年
二
十
年
以
上
〉
染

野

勇・
鈴
木
康
昭
　
滝
川
良
泰

若
田
部
久
雄
　
和
田
(
重
子
　
米

内
山
京
子
　
浅
野
秀
信
　
関
本
明

一
　
波
瓦
富
太
郎
　
岩
崎
富
貴
子

牧
瀬
則
正
　
山
田
教
郎
　
村
田
三

郎
　
千
葉
タ
カ
ノ
　
佐
藤

保
　

金
内
邦
夫
　
長
壁
澄
子
　
喜
多
山

参
男
　
金
子
栄
太
郎
　
安
室
義
明

水
野
順
子
　
野
谷
(
重
子
　
築
島

ウ
チ
子
　
会
田

亮
　
笠
井

守

米
内
山
鴬
　
吉
田
三
保
子
　
絹
田

幸
恵
　
三
上
美
子
　
斎
藤
光
正
　

石
丸
佳
男
　
川
人
晴
一
　
熊
沢
健

三

和
田
章
子
　
谷
口
武
次
郎
　

大
塚
久
幸
　
堀
川
和
夫
　
齊
藤
伝

造
　
津
田
良
】
　
武
田
俊
冶
　
武

蔟
琴
子
　
三
上
和
利
　
小
沢

勉

岩
崎
正
幸
　
菅
沼
　
浩
　
北
詰
冨

美
子〔

私
学
教
育
功
労
〕
　
〈
教
職

貝
永
年
〉小
林
成
次
　西
　
芳
郎

蔭
川
正
之

〔
社
会
お
よ
び
公
共
事
業
功
労
〕

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
〉
森
屋

賢
助

〈
保
護
司
〉
官
嵜
さ
と
　

近
藤
孝
四
郎
　

織
戸
勝
次
　
清
水

福
次
郎
　
三
根
利
吉
　
森
川
一
雄

〈
社
会
福
祉
事
業
永
年
〉
千
田
専

寿
　
冨
永
若
子
　

井
原
京
子
　
伊

藤
(
ル
ヱ
　
山
本
ひ
か
り

〔
公
衆
衛
生
功
労
〕

〈公
衆

衛
生
事
業
〉
渡
部
武
夫
　
坂
田
初

太
郎
　
平
田
権
治
　
柳
　
酉
吉
　

清
水
ト
ヨ
　
高
崎
延
次
　
鈴
木
経

雄
　
清
水
義
雄

〈
保
健
衛
生
事

業
永
年
〉
藤
島
皐
造
　
浜
野
信
雄

金
子
秀
悳
　
織
畑
巳
三
郎
　
大
石

ア
ヤ
メ
　
虎
走
葉
子
　
大
石
春
市

小
林

章
　
船
田
匸
一
　
願
成
寺

茂
吉
　
荻
原
卯
助
　
馬
越
丈
夫
　

後
藤
寛
作
　
大
沢
利
夫
　
鳥
居
次

雄
　
佐
伯
す
い
　
金
子

栄

武

笠
　
武
　
百
目
刄
喜
一
　
蛭
間
巳

之
(〔

農
商
工
業
功
労
〕
〈
農
業

振
興
〉
横
田
松
三
郎
　
天
野
重
蔵
　

西
野
一
雄
　
平
柳
一
枝
　
伊
藤
新

六
　
横
山
孫
平
　
牛
込
一
吉
　
言

田
善
三
郎
　
石
井
信
次
　
浅
田

巌
　
金
子
定
義

〈
商
業
振
興
〉
清
水
幹
雄
　
板
垣

萬
蔵
　
山
田
精
作
　
名
畑
吉
雄
　

北
島
宗
(
　
杉
本
耕
三
　
渡
辺
長

四
郎
　
鈴
木
幸
市
　
神
戸
広
雄

〈
工
巣
振
興
〉
西
山
広
近
　
谷
口

恒
治

〈
農
業
団
体
永
年
〉
田
村
五
郎

吉
河
一
道

〈商
業
永
年
〉大
滝

昇
　
柚
原

義
彦

〈
工
業
永
年
〉
池
田
昭
一
　
小
林
(

ル
　
成
田
米
子
　
新
田
訃
美
　

荒
井
久
子

〔
建
設
功
労
〕

〈
区
画
整
理
事
業
〉
吉
野
平
(
　

佐
久
間
隆
造

〔
社
会
教
育
功
労

〕

〈
文
化
〉武
政
恒
市
郎
　
長
島
成

行
　
〈体
育
〉引
場
忠
衝
　
大
原

正
雄
　
岡
部
宏
治
　
山
上
新
太
郎

高
久
恒
雄
　
桜
井

康

〔
徳
行
〕
小
沢
高
一

〔
人
命
救
助
〕金

惣
一
　
細

川
昇
平
　
岡
田
健
一
　
岩
松
信
二

木
村
清
雄
　
佐
藤
武
士
　
平
井
茂

一
　
小
貫
好
博

区
民
大
運
動
会
盛
大
に

十
月
十
日
体
育
の
日
、
千
住
新
橋

グ
ラ
ン
ド
で
「
第
三
回
区
民
大
運
動

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
一
万

五
千
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
地
域

別
の
応
援
合
戦
も
飛
ぴ
出
す
な
か
で

真
剣
に
走
っ
た
り
、
底
抜
け
に
笑
っ

た
り
、
明
る
く
健
康
な
一
日
を
す
ご

し
ま
し
た
。

「
区
民
大
運
動
会
」
も
年
を
追
う

ご
と
に
、
皆
さ
ん
の
運
動
会
と
し
て

盛
り
上
が
り
、
名
実
と
も
に
「
大
運

動
会
」
に
な
り
ま
し
た
。
で
は
当
日

の
ス
ナ
'
プ
の
一
部
を
ど
う
ぞ
。

こ
の
写
真
ご
希
望
の
方
は

。

電
話
で
広
報
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

写
真
(
上
)
開
会
式
を
も
り
あ
げ
た
バ
ト
ン
・
ト
ア
ラ
ー
の
行
進

（下
)
出
張
所
別
対
抗
リ
レ
ー
の
ス
タ
ー
ト
の
一
瞬

昭和53年4 月入園の

区立幼稚園児を

募集します

来
年
四
月
入
園
の
区
立
幼
稚
園
児

の
申
込
受
付
を
行
な
い
ま
す
。

入
園
を
ご
希
望
の
方
は
、
次
の
要

領
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
　
四
歳
児
〈
昭
和
四
十
(

年
四
月
二
日
?
四
十
九
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
)
　

五

歳
児
(
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
?

四
十
(
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児
)

教
育
年
限
　
四
蔵
児
・・一
二
年
間

五

歳
児
=
・
一
年
間

募
集
人
員
　
四
歳
児
・
・
・
各
圜
と
も
三

十
名

五
歳
児
・・・
各
園
と
も
九
十

名

幼
稚
園
名

関
屋
幼
稚
園
(
千
住
関

屋
町
一
六
上
　

　
(
(
(
-
三

五
(
九
)

元
宿
幼
稚
園
(
千
住

桜
木
一
丁
目
二
(
I
ニ

　
(
(

一
丁
九
四
六
五
)

江
北
幼
稚
園

〈江
北
一
丁
目
二
六
!
九

　
(

九
六
-
二
六
三
一
〉

大
谷
田
幼

稚
園
(
大
谷
田
二
丁
目
一
-
九

　
六
二
〇
-
七
五
九
二
)

受

楓
所
　
各
幼
稚
園

受
付
日
時
　
十
一
月
九
日
(
水
)
?

十
一
月
十
一
日
(
金
)

午
後
一

時
三
十
分
ヱ
二
時
三
十
分

選
考
日
時

▼
第
一
次
選
考
(
抽
せ
ん
)

十
一

月
十
(

日
(
金
)
・・・
五
歳
児

〈
午

前
十
時
か
ら
)
　

四
歳
児
(
午
後

一
時
か
ら
〉

▼
第
二
次
選
考
〈
面
接
・
健
康
診
断
)

各
幼
稚
園
と
も
十
一
月
二
十
二
日
(

火
)

時
間
は
、
幼
稚
園
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

。

※
申
込
用
紙
・
募
集
要
綱
な
ど
は
、

各
幼
稚
園
で
十
一
月
七
日
(
月
)
か

ら
お
渡
し
し
ま
す
。
時
間
は
午
後
一

時
～
三
時
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会
幼
児

教
育
担
当

お
産
の
費
用
に

お
困
り
の
方
へ

福
祉
事
務
所
で
は
、
妊
産
婦
か
経

済
的
理
由
で

。
病
院
ま
た
は
助
産
所

に
入
院
し
て
出
産
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
相
談
を
受
付
け
し
て
い
ま

す

。次
の
二
つ
の
要
件
を
滴
た
す
方
は

入
院
助
産
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
妊
娠
七
か
月
以
上
の
区
民

▼
所
得
制
限
…
前
年
分
所
得
税
額
か

一
万
六
千
(
百
円
以
下

な
お
、こ
の
た
び
、所
得
制
限
が

四
月
一
日
か
ら
緩
和
さ
れ
、前
年
分

所
得
税
額
九
千
六
百
一
円
以
上
一
万

六
千
(
百
円
以
下
で
、四
月
一
日
以

降
に
指
定
助
産
施
設
で
出
産
さ
れ
た

方
は
、
あ
ら
た
め
て
申
爾
す
れ
ば
入

院
助
産
の
適
用
か
受
け
ら
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
福
祉
事

狢
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
映
画
を
貸
出
中
!
　
申

込
み
は
、
広
報
課
へ
ど
う
ぞ
。

改
正
さ
れ
ま
し
た

戦
傷
病
者
戦
没
者
等

遺
族
援
護
法

戦
傷
病
者
戦
没
者
等
遺
族
長
護
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

。
主
な

改
正
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す

。

▼
平
病
死
亡
者
遺
族
年
金
の
支
給
範

囲
の
拡
大
(
年
額
九
万
円
〉

▼
遺
族
一
時
金
の
年
金
化
〈
年
額
九

万
円
)

▼
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
(
二
十
万
円
十
年
償
還
国

債
)
の
支
給
範
囲
の
拡
大

▼
戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付

金
の
支
給

(
一
)
支
給
範
囲
の
拡
大
(
二
十
万
円
十

年
償
還
国
債
)

(
二
)
継
統
分
〈
六
十
万
円
十
年
償
還
国

債
〉

▼
戦
没
者
の
父
母
に
対
す
る
特
別
給

付
金
の
支
給

(
一
)
支
給
範
囲
の
拡
大
(
十
万
円
五
年

償
還
国
債
)

(
二
)
継
続
分
(
三
十
万
円
五
年
償
遠
国

債
)

▼
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
の
支
給
継
続
分
(
特
別
項
症

か
ら
第
一
款
症
ま
で
は
三
十
万

円
。
第
二
款
症
か
ら
第
五
歉
症
ま

で
十
五
万
円
)

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
二
階
援
護

係
※
な
お
。
恩
給
法
も
一
部
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
恩
給
法
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
ど
う

ぞ
。

◎
都
民
生
局
援
護
課
　
　
二
匸
〒

弖

一
一

◎
総
理
府
恩
給
局
　
二
〇
二
-
一

一
一
】

足
立
区
文
化
祭
を
開
催
中
で

す
。
智
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
ご
覧
く
だ
さ
い
。

振
込
み
ま
す

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
期
支
払
分

〈
昭
和
五
十
二
年
九
月
?
十
一
月
分

ま
で
)
の
福
祉
手
当
〈
国
制
度
)
は

十
一
月
十
日
す
ぎ
に
、
あ
な
た
の
指

定
し
た
金
融
機
関
に
繰
り
あ
げ
て
振

込
み
ま
す
。
な
お
。
受
給
者
の
方
に

は
、
十
日
す
き
に
(
ガ
キ
で
通
知
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
援
護
係

町の話題
大
規
模
に
行
な
わ
れ
た

足
立
区
総
合
防
災
訓
練

十
月
十
三
日
午
前
(
時
十
五

分
、
関
東
地
区
を
中
心
に
強
い
地

罠
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
に
、

足
立
区
総
合
防
災
訓
練
か
荒
川
河

川
敷
新
橋
緑
地
(
千
住
大
川
町
四

四
番
地
先
)
で
行
な
わ
れ
た

。

区
役
所
、
警
察
、
消
防
な
ど
の

関
係
機
関
を
は
じ
め
、
一
般
区
民

の
方
も
参
加
し
、
「
住
民
の
避
難

訓
練
」
『
初
期
消
火
訓
芒

「
救

急
救
助
」
E

急
物
賢
輸
送
」
な

ど
の
訓
練
か
本
番
さ
な
が
ら
に
行

な
わ
れ
た
。

特
に
警
視
庁
機
動
隊
、
航
空
隊

に
よ
る
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
助
、

高
層
建
築
か
ら
の
救
助
活
動
、
消

防
庁
に
よ
る
特
別
救
助
隊
の
救
出

活
動
、
石
油
タ
ン
ク
火
災
の
火
災

拡
大
防
御
な
ど
、
参
加
区
民
が
手

に
汗
を
握
る
場
面
も
あ
っ
た
。

ま
た
、自
衛
隊
応
急
給
食
活
動
、

炊
飯
車
に
よ
る
「
給
食
お
に
き
り

作
り
」
に
は
、
区
民
も
参
加
す
る

光
景
も
見
ら
れ
た
。

初
期
消
火
に
参
加
し
た
あ
る
ご

婦
人
は
「
頭
の
申
で
は
判
っ
て
い

て
も
イ
ザ
と
な
る
と
あ
わ
て
て
し

ま
っ
て

」と
感
想
を
話
し
て
い
た

。 消火訓練

心身障害者のいる世帯へ

福祉電話をどうぞ

日
常
生
活
に
I
'話
が
必
要
で

。
心
身

障
害
者
の
い
る
世
帯
に
福
祉
電
話
を
お

貸
し
し
ま
す
。

資
格
要
件
　
▼
足
立
区
内
に
住
所
が
あ

る
こ
と

▼
現
在
一
括
が
な
い
こ
と

▼
障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
手
帳

一
級
ま
た
は
愛
の
手
帳
一
度
の
方
お

よ
ぴ
こ
れ
に
準
ず
る
重
度
の
障
害
を

有
す
る
方
か
い
る
こ
と

▼
生
活
保

護
法
の
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
か

住
民
税
が
均
等
劃
以
下
の
こ
と

く
わ
し
く
は
。区
役
所
援
護
係
へ
。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

同
対
審
答
申
と
特
別
措
一
法
⑭

特
別
措
置
法
の
な
か
に
記
さ
れ

て
い
る
事
項
を
要
約
す
る
と
、

一
、
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
。

二
、
社
会
福
祉
と
公
衆
衛
生
の
向

上
と
増
進
を
図
る
。

三
、
農
林
漁
業
の
振
興
を
図
る
。

四
、
中
小
企
葉
の
振
興
を
図
る
。

五
、
住
民
の
雇
用
の
促
進
お
よ
ぴ

職
業
の
安
定
を
図
る
。

七
、住
民
に
対
す
る
学
校
教
育
お

よ
ぴ
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る

七
、住
民
に
対
す
る
人
権
擁
護
活

勳
の
強
化
を
図
る
。

八
、
そ
の
他
、
同
和
対
策
事
業
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
す
る
。

に
な
り
ま
す

。
こ
れ
ら
の
事
業
を

進
め
る
に
あ
だ
っ
て
の
必
要
な
経

費
は
、
国
が
そ
の
大
半
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

。

◎
同
和
間
胆
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ

。
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定
期
予
防
接
種
を
お
忘
れ
な
く

―
―
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・

破
傷
風
混
合
(
三
混
)
―
―

秋
の
定
期
予
防
接
種
を
次
の
と
お

り
行
な
い
ま
す

。
骸
当
す
る
方
は
、

も
よ
り
の
会
場
で
、
健
康
状
熊
の
良

い
と
き
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
方

第
一
期
(
三
回
式
)
…
(
ア
)
昭
和
五
十

年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
年
九

月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

(
イ
)
昭
和
四
十
九
年
二
月
一
日
か
ら

昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
第
一
期
の
す
ん

で
い
な
い
方
(
接
種
も
れ
者
)

第
二
期
(
一
回
式
T
(
ア
)
昭
和
四
十
九

年
五
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
九
年

九
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、一
期
完
了
後
十
二
か
月
以
上

の
間
隔
が
あ
り
第
二
期
か
す
ん
で

い
な
い
方
(
イ
)
昭
和
四
十
七
年
(

月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
九
年
四
月

三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

一
期
完
了
後
十
二
か
月
以
上
、
十
(

か
月
以
内
の
間
隔
が
あ
り
第
二

期
の
す
ん
で
い
な
い
方
(
接
種
も

れ
者
)

■
実
施
期
日

第
一
期
(
三
回
式
)

一
回
目
―
十
一
月
九
日
(
水
)

二
回
目
d
-
十
二
月
七
日
(
水
)

三
回
目
一
一
月
十
一
日
(
水
)

い
ず
れ
も
午
後
二
時
?
三
時

第
二
期
(
一
回
式
)
…
(
ア
)
通
知
書
の

届
い
た
方
は
。一
月
十
一
日
(
水
)

午
後
二
時
～
三
時

(
イ
)
接
種
も
れ
者
-
第
一
期
の
都
合

の
よ
い
日
に
お
受
け
く
だ
さ
い

。

■
会
場

区
内
の
医
療
機
関
で
「
本
院
は
定

期
予
防
接
種
実
施
医
療

機

関
で

す
」
の
表
示
の
あ
る
と
こ
ろ

■
持
参
す
る
も
の

予
防
接
種
記
録
禀
、
母
子
健
康
手

帳
※
該
当
す
る
万
に
は
、実
施
期
日
・

会
場
お
よ
び
禁
忌
事
項
な
ど
を
掲
載
f

し
て
あ
る
[
お
知
ら
せ
」と
記
録
票

な
ど
を
同
封
し
た
通
知
書
を
お
送
り

し
ま
す
。

な
お
、
接
種
も
れ
者
に
は
、
通
知

雀
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
保
健
所
(
　
(

四
〇
-
五
一
四
一
)
・
千
住
保

健
所
(
　
(
(
(
-
四
二
七
七
)

・
区
役
所
保
健
予
防
係

予防接種は健廉状餓の良いときに

区
民
健
康
診
断
は

お
す
み
で
す
か

都
合
の
よ
い
日
に
ど
う
ぞ
。

受
付
時
間
　
午
後
二
時
ヱ
二時
三
十

分

期
日
・
会
場
　
▽
十
一
月
(
日
(火
)

本
木
東
小
・
千
住
保
健
所

▽
九

日
(
水
)
千
寿
第
四
小

▽
十
日
(

木
)
花
畑
小

▽
十
一
日
(應

西
新
井
か

▽
十
四
日
(
月
)
寺

地
小

▽
十
五
日
(
火
)
花
畑
西

小

▽
十
六
日
(
水
)
本
行
寺
第

二
伊
興
幼
稚
園

▽
十
七
日
(木
)

足
立
保
健
所

▽
十
(
日
(
金
)

舎
人
小

▽
二
十
四
日
(
木
)
足

立
保
健
所

▽
二
十
五
日
(
金
)

梅
鳥
小

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
保
健
予
防

係
・
足
立
保
健
所
●千
生
保
健
所

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に

あ
な
た
も
が
ん
検
診
を

が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

大
切
で
す

。
そ
こ
で
。
次
の
と
お
り

が
ん
検
診
(
無
料
)
を
行
な
い
ま
す
。

■
胃
が
ん
検
診

対
象
　
千
住
保
健
所
管
内
に
住
む
膚

三
十
五
歳
以
上
の
方

期
日

吉
一
月
十
二
日
(
月
)
・
十

三
日
(
火
)
・
十
四
日
(
水
)
・

五
十
三
年
一
月
二
十
七
日
(
金
)
・

三
十
日
(
月
)
・
三
十
一
日
(
火
)

場
所
　
東
京
都
か
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員
　
二
百
五
十
名
(
先
着
順
)

な
覡

冶
療
中
の
方
。冐
の
手
術

を
し
た
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
子
宮
が
ん
検
診

対
象
　
千
佳
保
健
所
管
内
に
住
む
崗

三
十
歳
以
上
の
婦
人

期
日
　
十
二
月
二
十
日
(
火
)
・
二

十
一
日
(
水
)
・
五
十
三
年
二
月

二
十
七
日
(
月
)

場
所
　
東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員
　
二
百
名
(
先
着
順
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、
胃
が

ん
・
子
官
が
ん
検
診
の
別
と
希
望

月
日
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
次
の

と
こ
ろ
へ

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
千
住
保
健

所
予
防
課
(
〒
1
2
0足
立
区
千
住
仲

町
七
六

　
(
(
(
-

四
二
七
七
)

申
込
締
切
　
十
一
月
十
二
日
(
土
)
(

当
日
の
消
印
ま
で
有
効
で
す
)

※
な
お
、
足
立
保
健
所
管
内
の
分

は
、
前
号
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

よりよい消費生活のために

消 費 者 展 を 開 催

区
で
は
、
足

立
区
消
費
者
友

の
会
と
共
催
で

恒
例
の
「
足
立

区
消
費
者
展
」

を
次
の
と
お
り

開
彌
し
ま
す
。

こ
の
消
費
者

展
は
、区
内
の

消
賢
者
団
体

が
、よ
り
賢
い

消
費
者
と
な
る

た
め
に
日
頃
勉

強
し
、
研
究
し
あ
っ
て
き
た
こ
と
を

発
表
・
展
示
し
、
広
く
区
民
の
皆
さ

ん
に
見
学
し
て
い
た
だ
き
、
少
し
で

も
合
理
的
で
豊
か
な
消
費
生
活
を
築

く
た
め
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
こ
う

と
開
催
す
る
も
の
で
す
。

会
場
で
は
、
不
用
品
即
売
会
を
は

じ
め
、
楽
し
い
景
品
の
当
た
る
福
引

会
も
行
な
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ

い

。
入
場
は
無
料
で
す

。

日
時
　
十
一
月
二
十
五
日
(
金
)

午
前
十
時
?
午
後
四
時

十
一
月

二
十
六
日
(
土
)

午
前
十
時
～

午
後
二
時
半

場
所
　
産
業
振
興
館
二
階
ホ
ー
ル
(

区
役
所
隣
り
)

内
容

▽
展
示
コ
ー
ナ
ー
…
調
査
・
ア
イ
デ

ア
・
実
験
農
園
・
電
気
・
ガ
ス
・

防
災
・
消
費
者
友
の
会
・
消
費
者

セ
ン
タ
ー
の
各
コ
ー
ナ
ー

▽
不
用
品
即
売
コ
ー
ナ
ー

▽
即
売
コ
ー
ナ
ー
・
=衣
料
品
・
小
物
・
(

ン
ド
バ
'
グ
・
そ
の
他

く
わ
し
く
は
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(　
(
七
〇
上

三
九
一
?
二
)
へ

ど
う
ぞ
。

講
演
の
夕
べ

―
健
全
な
男
女
の

交
際
の
た
め
に
―

区
で
は
。
結
婚
相
談
事
業
の
一
環

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
講
演
の
会
を

計
画
し
ま
し
た
。

正
し
く
異
性
を
理
解
し
、
幸
福
な

家
庭
を
築
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
聞
い
て

お
き
た
い
お
話
し
で
す
。

未
婚
、既
婚
者
を
問
い
ま
せ
ん
の

で
、参
加
ご
希
望
の
方
は
、お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
一
月
十
(
日
(
金
)

午

後
六
時
?
(
時
三
十
分

場
所
　
産
業
振
興
館
二
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
健
全
な
男
女
の
交
際
と
、

男
女
の
性
差
に
つ
い
て

講
師
　目
白
女
子
短
大
講
師

恩
田

大
進
先
生

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
、
電
話
で

次
の
と
こ
ろ
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
広

報
課
相
談
担
当
へ
ど
う
ぞ
。

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
出
張
徴
収
・
相
談

昭
和
五
十
年
十
月
以
降

の
国
民
年
金
保
険
料
を
下

表
の
と
お
り
、
出
張
徴
収

し
ま
す
の
で
、
ま
だ
未
納

の
方
は
、
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
日
は
年
金
相

談
も
お
受
け
し
ま
す
の

で
、
手
帳
を
お
持
ち
の
上

お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
通
算
年
金
な
ど

の
受
給
資
格
に
つ
い
て
。

た
ず
ね
た
い
方
は
、
厚
生

年
金
証
書
な
ど
も
あ
わ
せ

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

厚
生
・
国
民

年
金
相
談

最
近
、
年
金
に
つ
い
て
の
関
心
が

一
段
と
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す

。
今

や
、老
後
の
生
活
設
計
は
、年
金
を
中

心
に
考
え
る
時
代
に
な
り
ま
し
た

。

足
立
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
こ

う
し
た
情
勢
を
ふ
ま
え
て
、
次
の
と

お
り
厚
生
年
金
相
談
を
実
施

し
ま

す
。

な
お
、
当
日
は
、
社
会
保
険
事
務

所
の
ほ
か
、
東
京
都
国
民
年
金
部
の

職
員
が
、
国
民
年
金
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
の
で
。
年
金
の
こ
と
に
つ
い

て
相
談
し
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ど

う
ぞ
。

日
時
　
十
一
月
十
五
日
(
火
)

午

前
九
時
三
十
分
?
午
後
四
時

場
所
　
区
役
所
一
階
区
民
相
談
室

問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
社
会
保
険
事

務
所
(
　
(
(
一
-
匸
一
二
こ

国民年金の出張徴収・相談の日程場所一覧表

あ
な
た
も
参
加
を

青
春
の
広
場

「若
人
の
祭
典
」の
一
環
と
し
て
、

若
い
仲
間
か
集
ま
っ
て
、フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
を
し
た
り
、ギ
タ
ー
を
囲
ん

で
、と
も
に
歌
い
、語
り
合
う
「青

春
の
広
場
」を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
、皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え

。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

日
時
　
十
一
月
十
三
日
(
日
)

午

後
一
時
?
五
時

会
場
　
区
青
年
館
(
大
師
駅
前
)

参
加
費
　
無
料

主
催
　
若
人
の
祭
典
実
行
委
員
会
・

足
立
サ
ー
ク
ル
連
合

後
援
　
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会
青
少

年
係

区民カレンダー( 11月5日～12月4日)

行 事・催し物

足立区で買おう　食べよう　頼もう

たばこは区内で買いましょう

掲
示
板

区
民
ス
ケ
ー
ト

初
心
者
講
習
会

日
時
　
十
一
月
三
十
日
(
水
)
十

二
月
】日
(
木
)
・
二
日
(
金
)

の
三
日
間
午
後
六
時
三
十
分
?

(
時
三
十
分

会
場
　
ヤ
コ
ウ
ス
ケ
ー
ト
プ
ー
ル

対
象
　
十
六
歳
以
上
の
初
心
者

定
員
　
二
百
名
(
先
着
順
)

申
込
み
　
往
復
(
ガ
キ
に
、
住
所

・
氏
名
・
職
業
・
連
絡
先
の
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
教
育

委
員
会
体
育
課
(

〒
Ⅲ

千
住

一
丁
目
五
〇
)
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

文
化
祭
へ
ど
う
ぞ

東
部
セ
ン
タ
ー

東
部
セ
ン
タ
ー
が
行
な
っ
て
い

る
各
種
教
室
の
作
品
を
区
民
の
方

に
展
示
、
発
表
す
る
た
め
、
次
の

と
お
り
文
化
祭
を
行
な
い
ま
す
。

期
日

作
品
展
示
(

生
花

、書
道
。

絵
画
他
)

十
一
月
二
十
五
日
(

金
)
!

一
十
七
日
(
日
)

茶
席

十
一
月
二
十
七
日
(
日
)

時
間
　
午
前
九
時
?
午
後
四
時

場
所
　
東
部
セ
ン
タ
ー
別
館
(
　

六
〇
五
-
七
一
〇
一
)

な
お
、
児
童
の
作
品
は
、
本
館

工
作
室
に
展
示
し
ま
す
。

区
道
上
の
街
灯
が
点
灯
し

て
い
な
い
と
き
は
、
第
二
庁

舎
の
街
路
照
明
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

移
転
し
ま
し
た

東
京
信
用
保
証
協
会
城
東
支
所

が
十
月
二
十
四
日
か
ら
左
記
に
移

転
し
ま
し
た
。

移
転
先
　
墨
田
区
江
東
橋
三
-
二
I
(

三
井
生
命
錦
糸
町
ピ
ル

五
階

　
六
三
二
上
(
六
三
一

臨
時
税
務

相
談
所
を
開
設

『
税
を
知
る
週
間
』
が
十
一
月

十
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
税
金

は
、
私
達
の
一
番
身
近
か
な
事
柄

で
す
か
。
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
足
立
税
務
署
で
は
、
区
、

都
税
事
務
所
と
共
同
で
、
税
の
無

料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
ど
ん

な
事
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
十
四
日
(
月
)
・

十
五
日
(
火
)

午
前
十
時
三

十
分
'
l午
後
六
時
三
十
分

場
所
　
北
千
住
駅
前
通
り
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂

十
一
月
は
。
個
人
事
業
税

第
二
期
分
の
納
付
月
で
す
。

月
末
ま
で
に
。
必
ず
お
納
め

く
だ
さ
い
。

職
業
の
適
性
相
談

都
職
業
適
性
相
談
所
で
は
、
能

力
や
性
格
を
検
査
し
て
、
職
業
の

選
択
と
か
進
学
路
の
決
定
な
ど
に

つ
い
て
の
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

対
象
　
十
五
歳
以
上
の
方

場
所
　
東
京
都
職
業
適
性
相
談
所
(

文
京
区
後
楽
一
丁
目
九
1
二

〇

　
(
一
一
-
二
二
二
二
)

日
時
　
休
日
を
除
く
毎
日

受
付

時
間
は
午
前
(
時
四
十
五
分
～

午
後
一
時

費
用
　
検
査
用
紙
代
一
九
〇
円

年
賀
は
が

き

発
売
は
十
一
月
七
日

お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
は
、

十
一
月
七
日
(
月
)
発
売
で
す
。

二
十
円
(
寄
付
金
な
し
)
、
二
十

一
円
(
寄
付
金
つ
き
)
の
二
種
類

で
す
。お
早
め
に
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

お
礼

育
英
賢
金
と
し
て
次

の
方
か
ら
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。

▽
水
井
春
雄
さ
ん
(
千
住
桜
木
二

丁
目
一
七
)

訂
正

「
区
の
お
知
ら
せ
」

九
月
二
十
五
日
号
(
国

民
年
金
特
集
)
の
記
事
中
。年
金

額
の
計
算
方
法
で
、
千
九
十
四
と

あ
る
の
は
、
一
・
〇
九
四
の
誤
り

で
す
の
で
、
訂
正
し
ま
す
。

十
月
二
十
日
号
の
建
築
協
定
の

記
事
中
、
栗
原
六
月
町
区
画
整
理

組
合
の
電
話
番
号
に
誤
ま
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
訂

正
し
て
お
わ
ぴ
し
ま
す
。

(誤
)
(
(
四
一
二
七
〇
一

(正
)
(
(
四
一
二
七
一
〇

Y・N・H　217, 000


